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研究成果の概要（和文）：本研究は、日露戦争後の両国がいかなる背景、理由で接近し、国際関係がどのように変容し
たかを、原資料などを使い、分析、検討した。日露両国は、新聞、雑誌などの特派員による報道によって、相互のイメ
ージ、特にロシアでの対日イメージが大幅に改善されることになった。また、両国の外交的視点から、中国に於ける満
州、蒙古などの勢力範囲の設定という相互の国益の確保、増進のために接近した。そして関係各国も冷徹な国際政治的
判断によって、自国の国益確保のために日露両国に外交的な働きかけを強化した。これらは、現代の日ロ関係に於いて
も相互のイメージの改善が求められること、また相互の国益の確保が必要であることを示唆している。

研究成果の概要（英文）：This research analyzes the reason and background of the approach between Russia 
and Japan after the Russo-Japanese War and the change of international relations. In those days,mutual 
images,particularly Russian image toward Japan and Japanese had been changed greatly and both Japan and 
Russia tried to extend their national interests in Manchurian and Mongorian sphere.These historical 
lessons　suggest that the mutual improvement of their image and mutual recognition of their natinal 
interests need to be required.

研究分野： 国際関係論

キーワード： 外交史　国際関係史　新聞・雑誌　世論
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１．研究開始当初の背景 
戦前期に於ける日本外交の大きなターニングポ

イントであった日露戦争後の日本外交とそれを取
り巻く国際環境の変容はまだ不十分な研究状況で
あり、それを詳細かつ論証的に研究し、日露戦後
の対立から和解に向かった日露両国の外交関係と
当時の激変した国際関係を研究することで、現在
の停滞する日ロ関係の打開に示唆を与えることが
できるのではないかと考えた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、国際関係が激変を極めた日露戦争か

ら第１次世界大戦及びロシア革命の時期までに於
いて、日露両国がどのようにして外交的・軍事的
レヴェルの対立と国民レヴェルの相互不信を克服
し、第４次日露協商という軍事同盟関係を締結し
て、両国の協調、和解という関係にまで修復でき
たかを、多角的国際関係の変容に注目して、分析、
検討するものである。そのために、日本、ロシア、
イギリス、アメリカ、中国などの外交政策につい
て、原資料に基づいて国際的な研究を行うと同時
に、それだけでなく、各種の新聞、雑誌などに現
れた日露両国の世論の変化を分析し、日露関係の
変化について総合的に研究する。そして、この研
究成果から得られる考察から、現在、北方領土問
題で停滞している日ロ関係の協調、和解に向けて
の方策を探ることを目的とする。 
元来、これまでのこの時期の日本外交史研究は、

日露戦争後の日本外交の展開に専ら力点が置かれ
てきた。本研究は、可能な限り、原資料などを使
い、日本、ロシア、イギリス、アメリカ、中国な
ど５カ国の外交政策を検討した国際的研究を行う。
そして、日露両国の外交関係だけでなく、新聞、
雑誌等のマスコミや世論などの分析、検討を含む
総合的な視点からも研究に取り組む。即ち、日露
戦争後の国際関係の激変の中での、日露関係の対
立から協調、和解に向けての外交レヴェルの相互
関係の検討のみならず、日露両国の新聞雑誌等の
マスコミや国民世論の変化がどのように日露両国
の外交関係に影響を与えたかという点を含めた多
角的で総合的な研究である。従来、ロシアでは資
料収集の面で大きな制約があり、これまで基本的
にはその制約を克服できず、本研究のような国際
的で総合的な研究はこれまで他になかった。特に
関係各国の外交文書や関係資料などの資料に基づ
く国際的研究はまだなされていない。また、日露
戦争後の日本で多角的な国際協調外交を行い、第
１次日露協商を締結した林董外相の外交政策の研
究も、極めて少ない。本研究グループは、これま
で一定の成果をあげてきたが、研究実施期間や研
究経費等によりいまだ未完成であり、この研究目
的を、可能な限り、実施することを目指したもの
である。 
資料面では、近年、資料の閲覧が可能になった

ロシアの「ロシア帝国外交資料館」（Архив внешней 
политики Российской империи）の外交資料、及び
「ロシア国民図書館」(Российсая Национальная 
Библиотека)の新聞、雑誌資料を調査し、資料収集

する。さらに日露両国の外交政策をめぐる関係列

国の国際的対応を分析、検討するために、日本で
の外務省外交史料館、国会図書館憲政資料室、防

衛研究所資料室だけでなく、イギリスの「国立公
文書館」（National Archives: Public Record Office）、
アメリカの「国立公文書館」(National Archives and 
Records Administration）などに於いて資料を調査、
収集する。これまでの研究で部分的に資料収集を
行っているが、まだ関係各国の多くの重要な外交

資料や新聞、雑誌資料が収集できずに手付かずで
残っており、今後、これらの重要資料を収集し、
精緻に分析、検討することが課題である。 
以上の様に、本研究は、日露両国が日露戦争後

の国際関係の中で、どのようにして対立を克服し、
信頼と協調の関係を構築し、和解にまでに外交関

係を展開し、国民の世論を形成できたのかについ
て、その原因・背景と経緯を主要な関係国の原資
料などにより調査、分析し、検討する。 
さらに、この外交史的研究による歴史的教訓を

参考にして、現在、不安定な関係にある日本とロ
シア両国がいかにして友好的な信頼、協調そして

和解の関係を構築できるのか、という日本外交の
現代的要請について考察するものである。 
 
３．研究の方法 
国内では、小村、林、内田、加藤、石井外相と

陸軍の外交政策を研究するために、外務省外交史
料館、国会図書館憲政資料室、国立公文書館、防
衛省防衛研究所資料室などの資料を分析、検討す
る。国内で明治期の新聞、雑誌等をも分析、検討
する。海外では、英国外相グレー、駐日大使マク
ドナルドを中心とするイギリスの対日、対露外交
政策を調査するために、イギリスの「国立公文書
館」（NA）でFO（外務省）、さらにCAB（内閣官
房）文書などを調査する。アメリカでは「国立公
文書館」（NARA）でこれまで未調査の日本関係マ
イクロフィルム RG59 などを調査し、資料収集す
る。ロシアでは「ロシア帝国外交資料館」に於い
て４次にわたる日露協商、外務大臣イズヴォルス
キーの外交政策を中心に、対日、米、英関係の未
公開の外交文書を緻密に調査する。また、サンク
トペテルブルクの「ロシア国民図書館」では新聞、
雑誌を、「歴史中央資料館」などでも資料収集を行
う。 
 
４．研究成果 
日露戦争後の日本とロシアの外交政策について、

日露両国が日露戦争という激戦の終了後、いかに
して、両国が急接近して、第1次日露協商を締結
することになり、さらには第２，３次協商を経て、
第4次日露協商という軍事的な同盟関係を締結す
るに至ったかについて、両国の外交と世論の双方
の側面から、実証的に分析、検討した。 
第1に、1907年、第1次日露協商が締結された

背景には、日本、イギリス、さらには『ノーヴォ
エ・ブレーミア』などの新聞、雑誌が、当時の日
露戦争後の日本外交を担い、戦後の国力休養と南



満州に於ける戦後経営を担った西園寺内閣につい
て、その日露協調への誠意ある対応を報道してい
たが、こうした日本側の西園寺首相、さらには国
際協調外交を唱導する林董外相の積極的な意向が
日露両国の接近、協商締結への推進要因になった。
また、本野駐露大使は、日本による韓国併合の際
の外交的影響について、それが当時のロシア世論
を刺激し、ロシア政界で最も親日的であったイズ
ヴォルスキー外相の立場を危機に陥れ、弱体化さ
せてはならないと報告するなど、日露接近に強い
配慮を示していた。さらに、その後、桂が1912年、
訪露し、ロシアのココツォフ首相と会談していた
が、ココツォフは日露戦争がロシア国民側に悲痛
の記憶を与えたが、日本に対して少しも敵愾心を
起こすことはなかったこと、戦争はロシア中心部
には何らの危害を及ぼさず、海外での植民地戦争
であると見做していたこと、ロシア国民の大多数
は戦争に反対していたのであり、日露協商の進展
に真剣に反対する者はいないことなどを率直に述
べ、日露協商の意義を率直に披歴していた。ロシ
ア世論の形成の面では、サンクトペテルブルク通
信社の活動はロシアに於ける日本に関する情報提
供の重要な媒体であった。この通信社の報道はロ
シアの新聞の多くに掲載され、社会に普及した。
第1次世界大戦開始以降、日露両国の軍事協力の
ために日露関係は非常に重要視され、日露関係は
改めて重視されることになった。日本とロシアは
共同の通信社『Kokusai・Westnik』を設置し、ま
たサンクトペテルブルク通信社のヴァスケヴィッ
チは、通常の報道の他に、定期的に日本新聞を評
論し、新聞と政治との関係、日本でのロシアに対
する認識などを通信するなど、当時の第4次日露
協商に対する日本世論を詳細に分析していた。 
第2に、主として、日露協商後締結後のロシア

の世論と外交の変容について研究を行った。先ず、
1907年日露協商の締結後、ロシア人は日本に大き
な関心を持っていた。その理由は、小国日本が大
軍事国家と見られたロシアに勝利を収めたという
ことだけではなかった。日本人は外交手腕にすぐ
れ、卓越した官僚国家としてロシア人を驚かした。
ロシア人はいわゆる「日本の謎」を解こうと思っ
た。日露協商締結後、ロシア新聞は日本に特派員
を派遣し始めた。即ち、1908年1月、新聞『Russkoe 
Slovo』は日本にネミロヴィチ・ダンチェンコを派
遣した。戦後、ダンチェンコは日本の史跡名所を
訪れる一方、日本社会生活を注意深く観察してい
た。彼の記事は毎週、掲載され、1916年、日露同
盟の調印時、書籍としても出版された。彼は日露
同盟を東洋での日本支配のために道を開いたとい
う観点から批判的に見た。ダンチェンコの日本へ
の評価をもっと広いコンテクストの中で分析すれ
ば、日本に対する否定的、肯定的な見方の同時共
存による客観的な認識があった。次に、外交的に
は、日露関係の正常化は、英露協商の交渉などの
国際関係の大変化を伴い、東アジアにおける矛盾
の結節点が日露から日米間の対立に転換したこと
を受け、日本は朝鮮半島から満州まで勢力範囲を
広げ、新たな国益の勢力範囲を獲得する方針をと
ったことについて、ロシア国立歴史文書館で外交
文書を調査し、ロシア科学アカデミーの図書館で

は新聞『Novoe Vremia』などの記事を調査した。
このように、日露の和解プロセスについて、ロシ
アのマスメディアの中でどのように表現されてい
たのか、ロシアでの対日イメージが両国の和解に
応じてどのように変更したかを検討した。また、
日露外交関係の和解がどのような外交的経緯によ
るものであったのか、ロシアなどの原資料を収集、
分析して検討を行った。 
第3に、この時期、相互に警戒感が拭えない日

露両国とも、満州を対象に勢力範囲を設定すると
いう共通の国益が存在したという事情が根底にあ
った。外交的には、日英同盟、日露協商、英露協
商からなる多角的な同盟協商関係による国際協調
の構築のためには、日英露３国関係の外交的和解、
融和が必要条件であり、そのための外交的な急接
近が行われた。また、当時の辛亥革命による中国
の混乱情勢が生じ、日露両国は鉄道権益の保護な
どで協力関係を拡大した。次に、当時のロシア社
会では、日露講和条約とそれに続く日露協商で確
認された日本の平和への意思がどれほど確かなも
のかという疑念も根強く存在していた。日露戦争
当時、ロシアで最も人気が高かった新聞『ルース
コエ・スローヴォ』の従軍特派員であったダンチ
ェンコが日本への旅行とその旅行の成果の発信を
行うことによって、当時のロシア国民の対日感情
を友好的なものにすることに貢献したことを分析
した。即ち、日露協商成立後の1908年、ダンチェ
ンコは再度、極東に赴き、満州、日本、朝鮮、を
訪問し、彼の現地報告は1908年2月から10月ま
で上記の新聞に掲載され、1916年には『太平洋の
古代ギリシャ人』（日本人が古代ギリシャ人のよう
に自らの力で文明を作り上げたという意味）を出
版した。また、日露戦争後、自らの目で日本を旅
行、観察し、日本を軍事的視点ではなく、文化、
道徳、勤勉性、技術革新などの優れた国民性を紹
介し、また大阪毎日新聞社での両国の協力の重要
性についての意見交換などを多角的に分析し、ロ
シア国民に伝えた。こうした動きが日露協商の具
体化とロシア国民の日本に対するイメージの変容
に大きな役割を果たした。 
第4に、日露戦争後の国際環境の変容の中での

日本外交の対応について、これまでの研究のまと
めを行った。ロシア外相イズヴォルスキーは、ロ
シア国内の情勢を重視し、極東と中央アジアの脅
威を懸念し、また日本がロシア国境を侵害しない
かどうかを非常に恐れていた。イズヴォルスキー
は、イギリスに対して真の日露両国間の和平状態
を希望していることを率直に伝えていた。これら
の情報を踏まえて、イギリス側は、ロシア自身は
日露戦争後、ポーツマス条約を誠実に遵守し、日
本もポーツマス条約以上の事態に踏み出し現状を
打破しようとはしないであろうという観測を抱い
た。また、伊藤は、当時の中国問題が深刻である
ことに対して非常に憂慮し、当時、中国問題の情
勢推移が極めて重要であると考えていた。極東の
平和が日露戦後、国力が疲弊していた日本にとっ
て、中国の混乱は日本にとって大きな痛手であり、
極東に於けるバランスオブパワーが崩れるという
認識を披歴していた。このような国際的な状況下
で、アジアやヨーロッパに於ける情勢の変化を懸



念し、戦後の現状維持を望む日露両国が急速に接
近し、日露協商が成立した。しかし、その結果、
日露戦争後の日露両国の外交が、逆に国際関係の
激変という結果を齎すことになったのである。次
に、ロシア側に於ける当時の同盟国日本に対する
イメージは、これまで具体的に検証されていなか
ったが、知識人階級レヴェルの対日イメージは肯
定的に大きく変化した一方、兵士を含む一般庶民
レヴェルの対日イメージは改善された面と同時に、
日露戦争期に形成された警戒感、敗北感の苦渋は
根強く残存していたという側面もあった。その点
が、その後のシベリア出兵も相俟って、後のソ連
の対日外交にも深刻で複雑な影響を投影すること
になった。 
第5に、ロシア外相イズヴォルスキーは、日露

関係が満足な成果、つまり日露協商が成立しなけ
れば、英露協商の締結にも躊躇すること、さらに
はフランス政府に対して、日露協商が満足な結果
を得ないと財政窮乏に苦しみ、南満州などの戦後
経営に専念しなければならなかった日本の外債を
引き受けるのは望ましくないと述べ、日本に対し
ても日露接近、極東の安定を求めるために強い圧
力をかけていた。 
イギリスのグレー外相も、ロシアは国内事情に

よって侵略政策を放棄し、日本や列国と協調する
ことが望ましいと結論し、日露、英露協商は並行
して進めるべきであるという考えを披歴していた。 
その一方、日米関係は、血縁関係の濃い英米関係
の強い紐帯状況に直面すると、日本は対米関係に
関する限りは、イギリスの外交的、軍事的な支持
が得られないという状況が、この時期、既に瞥見
され、その後、顕在化することになった。 
以上のように、日露戦争後、日露両国は、基本

的には新聞、雑誌などの特派員による報道によっ
て、相互のイメージ、特にロシアの日本や日本人
に対するイメージが大幅に改善されることになっ
た。また両国の外交的視点から、当時、辛亥革命
などが予想された中国に於ける満州、蒙古などの
勢力範囲の設定という相互の国益の確保、増進の
ために接近した。そして関係各国も冷徹な国際政
治的判断によって、自身の国益確保のために日露
両国に外交的な働きかけを強化したのであった。
これらのことは、現代の日ロ関係に於いてもマス
コミ等に現れる相互のイメージの改善が求められ
ること、また相互の国益の認知、確保が必要であ
ることを示唆している。 
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